
〔寄生虫学雑誌　第16 巻　第3 号　147－155頁　1967〕

イヌのトキソプラズマ色素試験と原虫分離成績

米　　 谷　　 武

新潟大学医学部医動物学教室（主任

横　　 山　　 政

新潟県衛生研究所（所長　篠川

士

大鶴正満教授）

徳

至 博士）

（1967年3 月18 口受帆）

ま え が き

イ 刻 よ愛玩動物として人 と密接な関係を有するこ とか

ら，ト キソプ ラズマ（以下Tp と略す）症についてイ ヌ

と人 との関 係が注 目され，従来か らイスのTp 症並びに

そ の合併 症，Tp 抗 体保有 率，Tp 虫 体の分離，更に イ

対こ対 するTp 感染実験 などいろい ろな 角度 から多 くの

研究調 査がなさ れた ．また人Tp 症 の感 染源としてイフ

の意義につ いても種 々の見解が述べられてい る．

イ スのTp 抗 体保有率に関しては，各地で幾多 の調査

が行なわれ，例えば色素試験に よる調査 成 績 を 見 て もMiller　＆　Feldman　（1953）

の58．8　％，　Feldman　＆Miller　（1956）

の43．1％，　Gibson　＆　Jumper　（1960）

の15．　9　％な どの報 告があ り，わ が国に お い て も松元・

小池（1957） の29．1％， 田中ら（1958） の52．2％， 村

上 ・上 木（1958） の20．4％， 石井 ら（1966） の29．3　％

（飼犬），42．6％（抑留 犬）の陽 性率が報ぜられている．

他方，イ ヌからのTp の分離に関しては，過去にお卜 て

は主 として自然感染 イスの斃死例（浜田，　1951　；　大越ら，1955

；　佐藤ら，　1958　；　Yamamoto　d　al．，　1955）からの

もので，慢性あ るいは不顕性に経 過した イヌから の本原

虫分離 の報告は案 外少ない ．最近に至っ て勝 部ら（1966，a，　b）

は外見上 健康 と思われるイ スの横隔膜筋 から12．6

％（n ／87），池上ら（1966），徳富（1967） は東京都内の

野犬 の肉 から10．2　％　（5／49）の割合でTp を分離した と

報じた．

イ 刈 まTp 感染に対す る血 清反 応の陽性 率は高いが大

部分は不顕 性に経 過してい るものと考えられ， 慢性症で

は臨床 診断 が困難であ り，またジステンパーや慢性肺炎

あるいは胃腸炎などとの鑑別診断も難しいとされてい る．

石井ら（1966） は横浜地区におけ るイフについて臨床症

状 と抗体保有率 との関連について調査した結果，症状の

発現は複合的であ り，一般的には他 の疾患 との鑑別はは

なはだ困難で臨床症状 のみで の診断は 厳に 慎まねば なら

な卜 と述べた．

Tp は人お よび 各種 動物の間に広綛に蔓 延しているこ

とは多 くの調 査成 績から 容易に推 察されるこ とであ るが，

わ れわ れは今回 ，新潟県下 各地のイ ヌについて 色素試 験

に よるTp 感染 状況の調査を行なっ た．他方，慢 性感染

の実態を知 る目的で，新潟市お よび新津市近 郊のイ スの

横隔膜筋からTp の分離を試 み，なおTp 保 有犬につい

ては肺，肝，脾，心な どの主要臓 器につい て病理組織学

的検索を加えた ので ，そ れら の成 績につ いて報告す る．

検査材料並 びに方法

イヌの色 素 試 験は1966 年4 月から8 月 まで の5 ヵ月

間に ，新 潟県下 各保健所 において抑留された イスあ るい

は飼い主 が屠殺処分を願い出た イスな ど151 頭 の血 清に

つい て行なっ た．採血は各保健所におい て屠殺時に 心臓

から の直接採血 または 屠殺後放血に よる採血を依頼し，

分離した血清 の送付を受け た．色素試 験はSabin－Feld－man

の原法に 従い ， 血 清は4，　16，　64，　256，　1，024倍

の5 段 階に 希釈し，判定に際 し て は陽性基準を16 倍以

上に おいた．

イ スの横隔膜筋からのTp 分離試 験は1965 年4 月か

ら1966 年5 月 まで の約1 年間 ，新 潟市 および新津市近郊

の抑留犬について，屠 殺処分時に こちらから出向き外見

上は一応 健康と思われるものであっ たが，それら のイヌ47

頭につい て血液を採取し，屠殺剖検を行なっ た後 ，横

隔 膜筋を 取り，併せて肺，肝，俾，心な どを も採取 した・

横隔膜筋からのTp 分離試験は花木・ 信藤（1963 ）によ

るト リプシ ン消化法に よっ た． す な わ ち 横隔 膜筋30g

を細挫し，0 ．3％ト リプ シン食塩水300　m ／　を加え スタ

ーラーを用い て室温で1 時 間消化した後， ガーゼ2 枚で

（29 ）
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濾過 し，濾液を1，500　rpm　10　分間遠心，沈 渣を生理 食

塩水で2 回 洗浄した のち ，これの生 食水に よる懸濁液に

抗生 物質（ ペニシ リ ン50 ，000　u　十ス ト レ プ ト マ イ シ

ン40　mg ／m／）を 数滴加え，その1．0　m／をそ れぞ れ5

匹の ー・ ウス の腹腔内に接種した．これら1 群 のマ ウスは

約1 月 目に殺し 血液はプ ールして血清を採取し， また

それぞ れ の マ ウ ス の脳を取り出しその小 片を圧扁標本

（18 ×18　m／m　カバーグラス1 枚 ）としてTp　cyst　の有

無を 鏡検した．屠殺時に 採取したイ ス血清および接種マ

ウスの血 清に つい ては色素試験を 行ない抗 体価を 調べた．

また横隔 膜筋乳 剤を接 種後観察期 間中に 斃死 したマウス

につい ては， 腹腔 洗浄液を遠心し，沈 渣中にTp の有無

を鏡検 した．

なお， イヌの剖検時に採取した肺，肝，胖，心な どの

臓器はすべて10 ％ ホルマ リンに浸漬し て お き， 横隔筋

液接種マ ウス脳を鏡検した後に，　Tp　cyst　を検出した イ

ヌ7 頭およびこれの対照としてcyst を 検出しないイ ヌ8

頭（色素試験で1 ：4 陰 性のイ ス5 頭，1　：16 陽 性の

イ ス3 頭）計15 頭にっし てそ れ ぞ れ前 記の臓器を選び

出し，切片 標本を作 製してヘマトキシリソ・エオジン染

色を施 し，病理 組織 学的に 検索を加 えた．

成　　 績

1．　イヌの色素試験

新潟県下各保健所から送付を受け たイフ血 清の色素試

験成績は第1 表に示す通 りである，すなわち，新潟県を

上 越・中越・下越・佐渡の4 地区に分けてそ の成績を比

較してみる と， 上越3／15， 巾越12／44　（27．3％），下越23／80　（28．8％），

佐渡4／12計151 頭中42 頭（27．8％）

が陽性で，4 地区におけ る陽性率の地域差はほ とんど認

められなかっ た．

またこれら151 頭 のイフの中 ，年 令を確認することが

できた104 頭につい て性 ・年 令別 の陽 性率をみた成績は

地 区

上越
中越
下越
佐渡

第1 表　 イ7 の 色 素 試験 成 績（1966．4 ～8 ）

検
色　素　試　験　価

簔≦I ：4　1：16　1：64　1：256　1：1，024

15　12　　1
44　32　　7
80　57　12
12　　8　　2

計　151 109　22

1

4

9

2

16

1

1

1

3

1

1

3

12

23

4

陽性頭

数（ ％）

（27
（28

3 ）8

）

42（27．8）

第2 表に示すご とくで あ る．性別では 合57 頭中陽性16

頭（28．1％），♀47 頭中陽性15 頭（31．9％）で差はみ

られなかっ た．つ ぎに年令については1 才未満（幼犬），1

～4 才（成犬），5 才以上（老犬）に別け て検討してみる

と，1 才未満は30 頭中3 頭（10．0％），1～4 才は52 頭

中17 頭（32．7％），　5才以 上 で は22 頭中11 頭（50．0

％）が陽性で，年令が 進むにっれ て陽 性率 の高 くなる傾

向がみられた．

2 ． イヌ横隔膜筋のTp 検査

イ ス横隔膜筋液接種マ ウスの脳におけるTp　cyst　 の

検出成績は第3 表に示す通 りである．新潟市1／15，新津

市6／32 計47 頭中7 頭（14，9％）からTp　cyst　を 検出

した．横隔膜筋を採取した47 頭の イ ス血 清の色素試験

成 績 は1 ：438 頭（1 ：4 陰 性30 頭，1 ：4 陽 性8

頭），1　：16　6頭 ，1　：64　3頭であ り， この中Tp　cyst

を検出した7 頭は1 ：4 陰 性1 頭，1　：16　3 頭，1　：643

頭 であっ た．これらのイフの性別はS4 ，♀3 ，年 令

は1 ～4 才，種類は スピッツ， テリア，セパード，柴 な

どの雑種であった ．

これら7 頭 の陽 性 マ ウ ス 群（各5 匹）の脳におけ るTp

cyst　の検出状況は第4 表に示した ．すなわち，5 匹

のすべてのマ ウスからTp　cyst　 が検出された もの1 例，5

匹中4 匹から検出された もの1 例，5 匹中2 匹から検

出された もの4 例で，他 の1 例 は5 匹 巾1 匹 の み か ら

第2 表　イ ヌの性・ 年令別色素試験陽 性率

年令

1 才未満1
～4 才5
才以上

一 一 一 一 一 一 一 － ●

計
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頭
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2
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5

5

2
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計
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陽
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1　　　8
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第3 表　イヌ横隔 膜筋接 種マ ウスの脳に おけ る

Tp　cyst　検出成績（1965．4～1966．5）

441　に尸　検査　陽性頭　　Tp 保有犬 の色素試験価

新

新

潟

津

計

市　15　　1

市　　32　　　6

47

一 一 一 一 一 一

7　（14

＜1 ：4　1　 ：16　1　 ：64

1

＝ ＝－－ 　－＝ －

9 ） 　 1

－ － － － － ・

1

2

3

3

㎜　 ■3

－

認められた．また標本1 枚（18×18　m／m）中のTp　cyst

の数は1 ～3 泅のものが最も多く，10個以上認められた

ものはcyst 検出マウス18 匹のうち2 匹に過ぎなかった．

なお，イフ血清の色素試験価と接種マウス群の脳におけ

るcyst 陽性匹数との関係をみると，1：4陰性犬の1 頭

は1 ／5匹，1　：16 の力価を示すイフ3 頭はそれぞれ5／5，2／5，　2／5

匹，1　：64 の力価のイヌ3 頭は4／5，　2／5，　2／5

匹にTp　cyst　が認められ，イス血清の色素試験価の高

低と接種マウスの脳におけるTp　cyst　陽性匹数との間

には明らかな差は認められなかった．ただ色素試験陽性

犬の横隔膜筋液接種マウスは陰性犬横隔膜筋液接種マウ

スに比しTp　cyst　陽性匹数が多いようであった．これ

に比べ陽性マウス群血清の色素試験価は，マウスを4 ～5

匹プールした血清について色素試験を行なったので，5

匹中5 匹あるいは5 匹中4 匹からcyst を検出したマ

ウス血清の色素試験価は1　：1，024と高く，5 匹中2 匹

のものでは1　：　256～1　：　64，　5匹中1 匹のみしかcyst

を認めなかった例では1：16 と陽性匹数の多寡に比例し

てその力価に差を認めた．

3 ，イス横隔膜筋液接種マウスの色素試験

イス横隔膜筋47 例の接種マウス群の血清（3 ～5 匹

プール）について色素試験を試みた．その成績は第5 表

に示す通りである．1 ：4 以下のものが38 例（80．8％）

で1　：16以上陽性のものは9 例（19．2％）認められ，
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第5 表　 イ ス 横隔 膜筋 接 種 マ ウ ス．の 色 素 試 験 成 績

色　 素　 試　 験＊

例 数

47

血清希釈　　 例数（％ ）

＜1
1

1

1

1

1

4

4

16

64

256

：1，024

37

1

j1

（78．7）
（　2．1）

9　（19．2）

Tp　cyst　陽

性例数（％ ）

0

0

1

2

2

2

7　（14．9）

－ ‥ － － －

＊3 ～5 匹 のマウス血清をプ ールしたものにつ き

実 施

そ の内訳は1　：16　3 例，1　：　64，　1　：　256，　1　：1，024が

各2 例であった．

またこれ らのうちTp　cyst　 の検出されたものは，I

：16 以上 の力価を示す9 例の中7 例（1　：　16　1／3，　1：64，　2／2，　1

：　256　2／2，　1　：　1024　2／2）で色素試験陰性

のマ ウスか らはcyst を検 出することができなかった．

株N0 ．9

14

20

24

26

27

34

C

第6 表　 分 離Tp 株 の 継 代 試 験

継　　 代　　 経　　 過

c　―　c　―　c　―　c　―　c　―　c　―　c　―　c→
（64）（1024）（256）（64）（256）（256）（256）（256）c　―　c　―　c　―　c　―　c　―　c

→
（256）（64） ㈲ （64）（60 （64）

c　―　c　―　c　―　c　―　c→
（256バ64 ）（256）（256）（256）

c　―　c　―　c　―　c　―　c→
（1024）（1024）（1024）（256）（256）

c　―　c　―　c一一C →
（16バ60 （GO （64）

C －C －C －C →
（1024）（256）（256）（256）

c　―　c　―　c　―　c→
（64）（256）（256）（256）

：cyst

一 一 一

（

・ － － 一 一 一 一

）： マウス血清の色素試験 価

第4 表　 イヌ横隔 膜筋接種マウスの脳におけ るTp　cyst の検出状 況

No

9

14

20

24

26

27

34

イ ヌ血清の
色 素試験価

1　：161　
：641　
：641　
：16

＜1 ：41　

：641　

：16

一 一 一

マ ウ ス 脳 中 の

●

○●

●
○
○
○

一一 一 一 一 ・ 一 一

Tp cyst

○　 ●　 ○　 図

○　 ●　 ●　 ○

●　 ○　 ○　 ○

●　 ●　 ●　 ●

○　 ○　 ●　 ○

●　 ●　 ●　 ●

●　 ●　 ○　 図

＝a－・＝＝＝－－ ＝・・＝－＝ふ ・■■

X ………実験途中マウ ス斃死 ，腹腔洗浄液虫 体（－ ）

○………cyst　（－）　　　　● ………cyst　（十）

（31 ）

15 ，1

標本l 杪Tp
cyst

18×18『

3

3

1

3

1

3

4

1

2

1

1

2

2

中 の

数

32 ，

．2

2

一

マウス
プ ール血

清の色素試験価

1

1

：64

：256

1　：　2561　
：1，0241　
：16

1　：1，024
I

・〃

64
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Tp　 検 索cyst

N0 ．

一 一 ・ －

イヌの
種類

第7 表　Tp 検索犬の主な臓器の病理組織所見

性別　氛
験

ホ　
主な剖検所 見

97 ｀マ ツS　1　 ：16

14

－
20

（ 十）　24

テ リ ア

雑

日 本 犬

雑

一一一一－ －

合

－

♀

一

卑

1 　 ： 6 4

－

1 　 ： 6 4

－ ・ － ． 一
心

．－ ．一 一． 1

二 1 6

卜 ）

（ ）

－ ■ k ・ k ＝ J

肺： 軽度 うっ血
軽度肺炎

卜 ）

軽度肺炎

腹水ち よ溜26　

セパ ード　♀　　1 ：　4　
ほ　UI 雲心 危弱

肺：水腫性

。　・ヽ ‰厂

34

5　 スピッ ツ
雑

16 テ リ ア
雑

22

－
36

－

47

11 本 犬

雑

一 一
セ ッ タ ー

雑

＝・－〃＝－－－＝
テ リ ア

雑

日 本 犬

雑

合

一

合
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4 ．分離株 の継代試験

イフ 横隔膜筋液から分離した7 株につい て，接種マ ウ

ス脳を 約10 倍乳 剤とし，1 月 ないし1 月半 間隔 で 次 代

のマ ウスの腹腔内に接種す る方法で継代を重ねたが，そ

の経過は 第6 表に示す通 りであ る．分離株7 株はすべ てcyst－cyst

で継代さ れ，増殖型に 移行するものは なかっ

た ．なお これらマ ウスの血清 の色素試 験は1　：16 ～1 ：1，024

といず れも高い陽性を示し た．

5．　Tp 検索犬 の主な臓器 の病理組織学的検索

Tp　cyst　陽性犬7 頭 と対照 とし てcyst を検 出しない

イ78 頭（ 色素試 験で1 ：4 陰性 のイヌ5 頭 ，1　：16 陽

性 のイ ス3 頭 ）につい て屠 殺剖検時に採取し た肺，肝 ，

胖 ，心 などの主 な臓 器切片 標本を作製 し，病理 組織学的

に 検討し た．そ の成 績は第7 表に 示す通りであ る．各臓

器におけ る病理 組織所 見はTp　cyst　検出群，不 検出群を

問 わずそれぞれ各臓器には何らかの病変を 認めるものが

多 く，　Tp　cyst検出群と不 検出群との間に 明らかな差を

（ －）

－

（ －）

認めるこ とはで きなかっ た． また病理組織学的には種 々

の慢性病変に遭 遇し たが，　Tp　cyst検出 群 に 明 ら か にTp

感染に起因す ると推測で きるような共通的 な病変 は

認 められなかった ．ただTp　cyst　 検 出群に おい て剖検

で腹水のちよ溜を認 めた例で は，肺に 肺胞壁 細胞増殖，

小 肉芽形成， 肝に うっ血 と線 維化 ，脾に 脾髓細胞の増加

などが認 められ，他の例に 比べて慢性病変 がやや著しか

っ た．

囗2 ）

総括並 びに考察

Tp 症を人畜共 通伝染病 として考 えるとき， 人とイ ス

とはその生活が密接な関係にあることから，従来 より深

い関心が払われてきている．

人Tp 症の感 染源としてイ ヌの意義につ いては，　Otten

et　al．（1951 ）はイフと飼育家 族に ついて色素試験を行な

い両者 の抗体保有率の間には相関がある と述べ冂 窩床的



に神経炎，不全麻痺，強直痙攣な どの神経障 碍や慢性胃

腸 カタル症状を伴 うTp 感染犬が最 も人 の感染源 とな り

得 ると述べた．またCole　et　al．　（1953）は色素試験陽性

犬を飼育していた家族の調査において大 とイヌのそれぞ

れから虫体を分離し，イ スから大への感染を認めている・

わが国では，小池ら（1959） の報告例では頭痛と微熱を

主 徴とする小児Tp 症の家庭で飼育していた仔犬が3 頭

とも相次いで死亡し，それらのイフの臓器からTp 虫体

が検出され，イ スが感染源であろ うと推測された．他方，Jacobs

　et　o／．（1955）は大とイ ヌの抗 体保有 率の相関か ら

直ちに いず れが感染源であ るか判じ難いといい，両 者に

共通 の感染 源があ り，そ れぞ れ別個に 感染することがあ

り得ると述べた ．またわれわれは過 去に おけ る新潟市内

の飼い犬 の色素試 験で52．2　％の高い陽性 率を 得， す で

に報告 した（田中 ら，　1958　；　篠川 ら，　1964）が， 色素試験

陽性犬 の飼育家族が イタを飼ってい ない家族に比し とく

に本症感染 の危険性が多い と推定され るような成績は得

ら れなかっ た． このようにTp 症の感染源 としてのイ ヌ

の 意義については，Tp が人畜間に広範に蔓延している

状況から，この問題の究明はなかなか困難であ り，軽々

しく論ずることはできない といえ よう．石井ら（1966）

は人畜共通伝染病の感染様式には未だ不明あるいは未知

の問題が数多 く残されてお り，結論を急ぐのあまり一 種

の動物，一つの感染経路に捉われて一般世人に無用の誤

解を招かぬ よう特に慎重に取り扱わねばならないと述べ

た．

われわれはこの点を考慮し，新 潟県 下におけ る大お よ

び各 種動 物におけ るTp 慢性 感染の状況を調査中であ る

が，そ の一つ として今回，県下各地 のイフについて色素

試験に よるTp 感染状況 の調 査を行 ない ，併 せて慢性 ま

たは不顕性感染 の実態を知 る目的で新潟市お よび新津市

近郊 のイ スの横隔膜筋からTp の分離を試みた．

まず，色素試験では試験成績で述べた ご と く27．8％

の陽性率が得られた．イ7 の色素試験についてはすでに

多 く の調査がなされ，欧米におげ る15．9ない し58．8％，

わが国における20．4 ないし52．2％ とい う陽性率が報ぜ

られており，今回得られた成績も既報の陽性率の範ちゆ

うに入る成績であっ た．またイ タの性別に関しては，自

然感染例や感染実験での発症は♀に多 いとい う報告がな

されているが，抗 体調査成 績で は一般 に性別に よる差は

ないとする報告が多 く，わ れわれの今回 の成 績で も性別

に よる差は みられなかっ た．イ スの年令に関し ては，石

井 ら（1966） は中 枢神経系 の障 碍，眼疾患，呼吸器疾患，

冂3 ）
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産科疾患 などの有症状群では各年令層 ともほぼ同程 度の

高い陽性串を 示したが，無症状群では陽性率は年令 とほ

ぼ平行的に増 加することを認め， また，田中（1958 ） が

報告した新 潟市 の飼犬の成績，村上・上木（1958） の東

京都におけ る野犬の成績でも年 令か進むにっ れて陽性 率

の高 くな ることを 報じた．われわれの今回の成績で も年

令に比例し て陽性 率が高くなる傾向が認められ，こ の年

令 と陽性率 の関 係は各種動物に一 般的に認められる傾向

で， とくに論議すべ き点では ない と思われる．

つぎにイ ス横隔膜 筋か らのTp 検索成績は，47 頭中7

頭（14．9　％）からTp が分離さ れた．この成績は勝部ら（1966

a ）の外見上健康な イ7 か らの12．6％， 池 上・徳

富（1966）の東京都内 の野犬から の10．2　％とほぼ 似た成

績で，これらの事実はイ ヌにおけ るTp 保有状況 がか な

り高率であ るこ とを示す もの と推測さ れる．　Tp を検出

し たイ ヌ血清の 色 素 試 験は7 頭中6 頭 が1　：16 以上陽

性を示し た．勝部ら（1966　a　，　b）はイ フから のTp 分

離に際し血 球凝集反 応を行なっ ているが ，この血 球凝集

反応 の成 績と原虫 分離と一致した成績が 得ら れず ，原虫

の分離さ れた宿主 イフの血 球凝集反応は約半数が陰 性で

あっ た と報じ てい る．この点につ いては血球凝集反 応に

使用す る抗原 とか 検査手技上に も問題があ り，勝 部らは

血清反 応に関す る諸因子，Tp 感 染の時期， イ スの種類

および抗原用原虫 の条件等につい て更に検討す る必 要が

あ ると述べた．

色素試験はTp 血清反応 の中で特 異性が高く， また色

素試験抗体は他の抗 体に比し 出現が早い こ ともすでに 認

められてい る．信藤（1965） はブ タに おけ る自然感染 例

でTp を 分離したものは色素試験はほ とんどのものが高

い陽性を示 し，ブタにおけ る色素試験 の陽 性限界をI ：64

以上 とす るこ とを 提唱し て い る．　しかし熱 発初期あ

るいは慢性無症状感染では1　：16 で も意義があ り， 色

素試験抗 体価 と原虫 の関 係ははなはだ興味深い と述べた．

われわれは イヌか らのTp 分離に際 し色素試験を 行なっ

たが，Tp の分離さ れた イヌの色素試験はほ とんどの も

のがI　：16 以上陽性を示し ，色素試 験が1 ：4 陰 性で あ

っ たイ ヌ38 頭からは1 頭 のみからTp が分離 さ れ た に

過ぎなかっ た．他方 ，色素試験1　：16 以上 陽性 のイタで

原虫 の分離できなかっ たものは3 頭で， もし被検臓 器を

変 えたりあ るいはもっ と精細の分離試験を重 ねればTp

分離 率の向上 も考えられることから，イ ヌに おいては 色

素試験抗 体価 と原虫 保有の関 係はかな り併行 し意義あ る

もの と考えら れた．なおTp を分離 したイ スの性別は 合
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4 ，♀3 で性別の差はなく，またイ ヌの種類 も種々の も

のから分離され差は認めなかっ た．

イ スに対するTp 感染 実験はJacobs　d　 α／．　（1955），

常 松ら（1958），小池（1958） に より試みら れて い る が，

イ 刻 まTp 感染に比較的 よく耐過し，実験的感染におい

ては 発症す ることが少な く，極 く幼 令のものを除卜 て重

症に陥 ることなく軽症 または無 症状に経 過す る場合 が多

い と述べ てい る．　これら の成績から 自然 界におけ るイフ

のTp 感染は石井ら（1966） が述 べたように ，発症とい

う形 で起こり難く，比較的大量 の感染があっ た場合でも

軽 症ないし無症状に経過する場合が多卜 こ とは容易に推

測 できる．更に小池（1960） はイ 対こ対する感染実験で

長期にわ たって色素試験お よび補 体結合反応の抗 体価 の

変 動を観察した ．それに よる と初感染では 色素試 験は1

～3 週後に陽 転し ，3 ～4 週後に最高値に達し ，その後

次第に低下し て9 ～12ヵ 月後に はほ とんど陰性に なると

述べ てい る．　これらのことから，今 回のわれわれの得た

イ ヌ横隔膜筋からTp を14．9　％に分離した成績 お よ び

これらのイフの色素試験抗体価の成績 とを併せ考察する

と，これら のイ ヌはその感染時期は詳らかではな く， ま

た感染経路あ るいは感染時の症状な どは不明ではあ るが，

いず れもTp 感染に耐過し， 横隔 膜筋 肉中にTp をcyst

とし て保有してい る慢性感染 と解す ることがで きる・

今回 ，われわれが用い たイ ス横隔 膜筋からのTp の分

離 法は，花木ら（1963） のトリプシン消化法によっ た・

信 藤（1965） は慢性無症状感染動物 か ら のTp 分離はcyst

をねらっ て実施するため消化法に よらなげ れば 目

的を達す る 二とができない とし，消化した筋液沈渣はマ

ウスの腹腔内に接種し て1 月以上観察を続け るが ，この

方法では マウスが発病す ることは一般に 少ない と述 べた・

わ れわ れの分離試 験に おい て 乱 それぞれ5 匹 のマウス

群に接 種し1 ヵ月観察を行なっ たが，観察期間中に発病

した例はなかっ た．

つ ぎに イ ス横隔膜筋液を接種したマ ウスの脳におけ るcyst

の検出状況につ いて考察する と， わ れ われは接種

マウス5 匹 のそれぞ れの脳の小片から1 枚（ カバ ーグラ

ス18　m ／m） の圧扁標本を作っ て鏡検し， 計5 枚 の標本

中におげ るcyst の有無によっ て陽性率を求めた．陽性

標本1 枚中 のcyst の数は1 ～3 個 のことが多 かっ た・

また接 種マウスから集 めたプ ール血 清の色素試験で は1

：16 以上 陽性のものが19．2　％でcyst の陽性率（14．9

％） よりやや高かっ た，　これら のことは，わ れわ れがさ

きに 行なっ た豚ひ き 肉 か ら の 分離成績（米谷・ 横山，

1966） で も同様の傾向が認められた．なお，信藤は マウ

ス血清の赤血球凝集反応が強陽性を示 す と き は ， 必 ずcyst

が み ら れ るから根気 よく数回調べる必要があ ると

述べた ．われわれは本調査では，さ きの豚ひ き肉から の

分離試験 の経験を もとに この点を考慮し， マウス血 清の

色 素試験陽性 のものについ ては標本数を増 してみたが，1

：16 陽性マ ウス3 例中2 例からは遂にcyst を認 める

ことがで きなかっ た．

イフ横隔 膜筋 から分離 したTp　7 株のマウス継代試験

では，7 株共にcyst－cyst で継代され，継代に よっ て増

殖型になる株はなかっ た．勝部ら（1966　b　）はイ フから

分離した11 株 のうち2 株はマ ウ スに 対し次第に病原性

を増しRH 株に近い病原 性 を 示 し た と述 べ た． 信藤（1965）

は 株に よっ て速かに増 殖型に変 る も の と病原性

の弱い ものとがあ るが，現在 の知識では抗原的に 株間の

差異を 明瞭にす ることは難しい とし た，また消化 法で 分

離した株の うちマ ウス脳 内cyst 数 の多い 株でもマ ウス

継代を重 ねて病原性の増強しない ものがあ り，その腹腔

液にTp 出現がみられない株 もある と述べた，われわ れ

はさきに豚ひき肉から分離した7 株についてマ ウス継代

試験を行なっ たが，その成績ではcyst－cyst で 継代 され

るものとcyst 一増殖型で 継代 されるものと が あ り，ま

た最近 行なっ た屠殺豚 からの分離 株で は，　cyst－cystで

継代される循 のよりcyst― 増 殖型で継代される も の の

方 が多い ことを 経験した．　このよ うに分離Tp 株はマ ウ

スに対し病原性に差があるよ うで，この問題は今後 の研

究に まっ ところが多 い．なお，接種マ ウスで脳内にTpcyst

の認めら れる マ ウ ス血清 の色素試験で は， 花木 ら（1963）

の成 績と同 様い ずれも高い力 価が認 められた．

つぎにTp 保有犬の肺，肝，膵，心など臓器の病理組

織学的所見は成績で述べたご とく，Tp 検出犬群 と不検

出犬群の間には著 しい 病変の差はなく，Tp保有犬に 明ら

かにTp 感染に 起因す ると推測で きるような共 通的 な病

変は認めら れなかった．Tp 症の病理組織学 的所 見につい

て，自然感染斃死 例の各臓器におけ る病変あ るい は種々

の動物に対する実験感染 例の病理学的所見を も とに多く

の見解が述べられている．一般にTp 症 の病理組織学的

所見 として成書に記載されてい るものは主 とし て急性期

あ るいは 亜急性期 のものが多 く，従っ てこれら の所 見と

今回わ れわれが行 なっ たTp 保有犬 のご ときい わば潜 伏

性感染 と見られるものの所 見を 直接 比較す ることはで き

ない．三木（1960）はマウ ス，ラット，モルモット，イ ヌ

ネコな どを用いて実験的に感染せしめて主 として肺 の病

（34 ）



変につい て観察 しているが，病変 は宿主 が急 性感染期に

斃死す る場合 と感染に耐 えて比較的長 く生 きのびた場合

とでは著 しく異な ると述べ た．われわれの今回 の調査で

は，Tp症 の病理 組織学的所見 として一般に記載さ れてい

るよ うな所見には遭遇しなかっ た． また信藤（1955）は豚

のTp 症診定上必要な主臓器 の病理組織所見について述

べたが，その決定 的要素はTp 原虫 またはcyst の検 出で

あ るとした．そして慢性例の大部分では同一材料からTp

が分離されてレ るに かかわらず切片標本上ではたとえ綿

密に検査しても原虫やcyst が確認 できない場 合が多 く，Tp

が切 片標本で 容易に確認 できるのは斃死 例に 隕られ，

慢性に 移行したものや 治療を施し て軽快し た例で は定型

的なTp を捉えるこ とが困難であ ると述べ た．なお信藤

は標本に原虫がみえないから と卜 ってTp 症を否定する

こ とはで きず，血清学的診断や疫学調査その他を参考 と

して診断を誤らないよ うにしなけ ればならないとした．

勝部ら（1966　b　）もイ ス，ネ コなどからの分雎試験にお

卜 て宿主の臨床 症状上並 びに病理学的所 見 か ら 顕 性 のTp

症を疑 うに たる所見 は得られなかったと述 べた．わ

訌 われの本調査で も横隔 膜筋液 接種 マ ウ スにTp　cyst

を認め なが ら， これ らTp 保有 イ スの臓 器にはTp 症を

疑 うに た る 病 変を認 めず，切片標本上 でも原虫またはcyst

を認めた例はなかった．し か し今 回は脳の組織 学

的検索を行なわなかったので ，その病変 を明らかにする

ことがで きなかった． 以上 のこ とを総合し，イフのTp

不顕 性感染 例におけ る内臓主臓器 の病理組織学的所見は

必ずしし 一定した ものではない と判断された ．

ま と め

新潟県下 各地のイ 刈こつ廴ヽて色素試験によるTp 抗体

保有率の調査を 行な卜 ，またイ 対こおけ る慢性感染の実

態 を知 る目的で新潟市お よび新 津市 近郊から集 められた

イフの横隔 膜筋 からTp の分離を試 み，併 せてこれら の

イ スの主要臓 器を病理組織学的に 検索し た．そ の成 績を

要約す ると次 の通 りである・

1．　新潟県下各地 のイフ　151頭について色素試験を溷ご

みだ ところ，1　：16 以上陽性の もの42 頭（27．8％） が

認められた．

2， イ スの色素試験では，地域的な差はなく，また性

別による差も認められなかった．しかし年 齢が進むにつ

れて陽性率は上昇す る傾向を示し た．

3．　外見上 健康 と思わ れるイ ス47 頭 の横隔膜 筋 に つ

いてト リプシ ン消化筋坡を マウスに接種 してTp の分離

C　35　）
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を試みた ところ ，7 頭（14 ，9％）からTp が検出 された ．

これら陽性イ フの色素試験は1 ：4 陰性1 例 ，1　：16 お

よび1　：64 それぞれ3 頭であった．

4．　イ ス横隔膜筋47 頭の各筋液を接種した各 マ ウ ス

群 プール血清に ついて色素試験を行なったところ，i ：16

以上 のもの9 例（19，2％），これらの うちTp　cyst　の

検 出されたものは1　：16　1 例，1　：64　2 例， ！　：　2562

例 ，1　：1，024　2例 の計7 例で，1　：16 の2 例およ

び陰性（≦1 ：4 ）の マウスか らはcyst は検出 されな

かった．

5，　分離Tp 株のマウ ス脳から腹腔への継代試験では，7

株はす べてcyst－cyst で継代され増殖型に変 る株はな

かっ た．なお ，これ らの継代に使用 したマウスプ ール血

清の色素試験はI　：16～1，024 といずれ も高 い陽 性を示

した．

6．　Tp 陽性イ フお よび対照のTp 非分離犬の肺，肝，

脾，心などの病理組織学的所見は，Tp 陽性犬におい て

もTp 感 染に由来 すると推 測できるよ うな共通的な病変

は なく，またTp 陽 性群 と非分離群 の間に明らかな病変

の差 も認められな かっ た．

イ ヌ血清の採取については，県下各保 健所 のご協力を

い ただき，組織標木の製作は新潟県衛生研究所臨床病理

課新保技師を煩わし，また病理組織学的所 見については

県 立ガソセソター新潟病院研 究部長薄出七 郎博土に御教

示， 御指 導をい ただい た．付記し て謝意を表する．

本研究 の要 旨は昭和41 年10 月5 囗第26 回日 本 寄 生

虫学会東日本大会において 発表した．
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THE　PREVALENCE　OF　CANINE　TOXOPLASMOSIS　IN　NIIGATA　PREFECTURE，

JAPAN，　WITH　SPECIAL　REFERENCE　TO　ISOLATION　OF　TOXOP£ASMA

FROM　DIAPHRAGM　MUSCLE　SAMPLES

Takeshi　MAITANI

（Depa ・’tment　of　A．をdical 　Z回 匈び，　Niigataび絎z心・sity，　School　cザMedicine，　Niigata，　Japan）

Masanori　YOKOYAMA

（凡功lie 　Health　Laboratoぴ，　Niigata，　Japan）

A　total　of　198　unlicensed　stray　dogs　or　rejected　ones　have　been　examined　in　their

infectivility　with　Toxoplasma by　means　of　the　dye　test　and　of　research　of　the　brain　afterthe　intraperitoneal　inoculation　of　the　following　test　material　into　mice．　The　outlines　wereas　follows

：

1）　In　the　first　series　of　the　study　made　in　1965，　sera　from　151　dogs　were　dye　tested．

Antibodies　were　demonstrated　in　42　（27．8％）　out　of　151　dogs　at　1　：　16　0r　higher　serumdilutions．　Principally，　there　was　no　difference　of　dye－test－titer　according

to　the　varying

sexes　or　habitats　of　dogs．　The　positive　rate　in　the　test，　however，　has　reasonably　become

high　in　parallel　to　the　age－increase　of　dogs。

2）　In　the　second　series，　during　1965　t0　1966，　dye　test　was　examined　in　sera　from　47

dogs，　and　the　dog’s　diaphragm　muscle　suspension　by　individual，　after　homogenization　and

treatment　with　hydrochloride　and　pepsin，　was　inoculated　intraperitoneally　into　mice　to

discover　the　prototozoa　from　the　mouse　brain．　0f　47－muscle　samples，　9　（19．　1　％）　produced

the　dye　test　antibodies　（1　：　16　0r　higher）　in　the　mice　after　the　inoculation．　Toχoplasma

was　isolated　from　7　0f　these　g　samples，　and　all　the　strains　isolated　during　this　studywere　of　so　much　10w　virulence　that　the　cyst　form　only　became　evidenced　in　the　brainof　mice　inoculated　intraperitoneal　ly　the　infected　materials，　and　that　the　mice　did　not　dieof　generalized　infection　with

the　proliferative　form　though　the　latter　form，　0f　course，

never　appeared　practically．　Histopathologically，　there　was　no　significant　difference　in

various　organs　between　the　infected－　and　unifected－dog　groups．




